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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て
。
)

●
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
三
日

(木
)

(
財
)
北
海
道
農
業
近
代
化

コ
ソ
サ

ル
タ

ソ
ト

よ
り
受
託

し
、
「
積
丹

・
古
平
地
区
植
生
調
査
」

を
実

施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
、
両
町

に
ま
た
が

る
三
団
地

(
婦
美
、
川
上
弁
腰

、
古

平

)
約

七
〇
〇

㎞
の
植
生
調
査

で
、
総
費

は

一

一
二
万
円

。

●
十
月
二
十

七
日

(
月
)

真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会

の
市
川
正
良
氏
が

来
所

し
、

「
北
海
道
自
然
歩
道
条
例

の
制

定
」

に

つ
い
て
協
力
を
要
請
さ
れ
た
。

●
十

一
月
五
日

(水
)

「
会
誌

」
編
集
会
議

出
席
者

八
木

、
辻
井
、
山

口
、
小

川

原
稿

の
集

ま
り
状
況

に

つ
い
て
協
議

●
十

一
月
十
七
日

(
月
)

「積
丹

、
古
平
地
区
植
生
調
査
」
報
告
書
を

農
業
近
代

化

コ
ソ
サ

ル
タ

ソ
ト
に
提
出
。

●
十

一
月
二
十
日

(木
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木

、
大
山
、
狩
野
、
長
谷
川
、

滝

口
。

「
自

然
保
護
観
察
指
導
員
研
修
会
」

の
具
体

案

に
つ
い
て
協
議

し
、
明

日
、
会
場
、
期

日
に

つ
い
て
日
本
自
然
保
護
協
会

の
了
承
を
う

る
こ

と

に
し
た
。
ま
た
、
二
十

六
日
に
東
京

で
開
催

さ
れ
る
自

然
保
護
議

員
連
盟

主
催

の

「
旦
局
横

断
道
路

問
題

に
関

す
る
現
況
報
告

及

び

説

明

会
」
に
、
本
会

よ
り
会
長

と
滝

口
常
任
理
事

の

二
人
が
出

席
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

●
十

一
月

二
十

一
日

(
金
)

前
記
研
修
会

を
常

任
理
事
会

の
内

容

ど

お

り
、
道

立
羊
蹄
青

少
年

の
森

を
中

心
と

し
、
七

月

三
十

一
日

(
金
)
よ
り
三
日
間
に
わ

た

っ
て

開
催
す
る
旨
、
日
本
自
然
保
護

協

会

に

報

告

し
、
了
承
を
え
た

(道

立
羊
蹄
青

少

年

の

森

は
、
後
志
支
庁
管
内
真
狩
村

に
あ
り
、
昭
和
五

十

四
年
度

に
完
成

し
た
も

の
で
、
八
十

人
の
宿

泊
施
設
も
完
備

し
て
い
る
)
。

●
十

一
月

二
十

二
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座

の
第

一
日
目
、
辻
井
達

一
氏

の

「
自
然
環
境
と
人
間

の
生
活
」
と
題
す
る
講

義

。
受
講
生

は
二
十

一
名

。
婦
人
文
化
会
館

に

て
最
終

日
ま
で
開
催

さ
れ

る
。

●
十

一
月
二
十
六

日

(水
)

参
議
員
議
員
会
館

で
開
催

さ
れ

た
前
記

「
日

高
横
断
道
路

問
題

に
関
す

る
現
況
報
告
及
び
説

明
会

」
に
会
長

及
び
滝

口
常
任

理
事
が
出
席
。

(会
長
別

記
)

●
十

一
月
二
十
七
日

(
木
)

「
日
高
横

断
道
路

問
題
」

に

つ
い
て
、
環
境

庁

長
官
を
会
長

及
び
滝

口
氏
が
訪
問

(
会
長
別

記
)
。●

十

一
月
二
十

九
日

(
土
)

自
然
保

護
講

座

の
第

二
日
目
。
鮫
島
惇

一
郎

氏

の

「生

命

の
舞

台
と
生

態
系
」
と
題
す

る
講

義

。●
十

一
月
二
十

九
日

(
土
)

南
北
海
道
自

然
保
護
協
会
と
共
催

で
、
講
演

会
を
函
館
市
内

で
開

催

(宗
像

英
雄
氏
別
記
)
。

●
十

二
月
六

日

(
土
)

自

然
保
護
講

座

の
第

三
日
目
、
俵

浩
三
氏

の

「自

然
保
護

の
考

え
方
」

と
題
す

る
講
義
。

●
十
二
月
六

日

(
土
)

電
源
開
発

㈱
が
実

施
し
て

い
る

「
上
熊
牛
芽

室
発
電
所
計
画

に
伴
う
環
境

調
査
」
の
中
間
報

告
会
が
同
社
北
海
道

支
社
長

室

で
開

催
。
会

長
、
副
会
長
な
ど
が
出
席
し
、
本
会

と
し
て
の

考

え
方
と
態
度

に

つ
い
て
説
明
。

●
十

二
月
十

二
日

(
金
)

斜
里
町

の

「青

い
海

と
緑

を
守
る
会

」
の
午

来
会
長
が
来
所

し
、
根
室
自
然
保
護
協
会
と
と

も
に

「
知
床
国
立
公
園

の
自
然
保

護

に

つ

い

て
」

の
要
望
書
を
関
係
方
面

に
提
出
し
、
知
床

横
断
道
路
開
通

に
と
も
な
う
自
然
破
壊

の
防
止

に

つ
い
て
要
望

し
た
の
で
本
会

も
こ
れ

に
支
援

し

て
ほ
し

い
旨
要
請
が
あ

っ
た
。

●
十
二
月
十
三
日

(
土
)

北
海
道
自

然
保
護

団
体
連

合
の
代
表
者
会
議

が
自
治
会
館

で
開

催
。
本
会

よ
り
新
妻
副
会
長

が
出
席
。

●
十
二
月
十
三
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座

の
第

四
日
目
、
左
部

勝

氏

の

「
自
然
保
護
と
公
害

」
と
題

す
る
講
義

。

●
十

二
月
二
十
日

(
土
)

自
然
保
護
講
座

の
最
終
日

(
五
日
目
)
、

中

島
庄

一
氏

の

「自

然
保

護

の
手
段
と
方

法
」

と

題
す

る
講
義
。

●
十

二
月

二
十
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

大
山
、
狩
野
、
加
藤
、
滝

口
、
長

谷

川
。

真
駒
内
環
境

保
全
懇
話
会

よ
り
要
請

の
あ

っ

た
自
然
歩
道

の
件
、
清

掃
工
場

へ
の
搬
入
路

の

件

、
ま
た
知
床

国
立
公
園

の
自
然
保
護

の
件

な
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ど
に

つ
い
て
協
議
。

●
十

二
月
輔
一十
五
日

(
木
)

「
石
狩
川
中

・
下
流
域

に
お
け

る
鳥
類
生
息

調
査
」
報
告
書
を
(財
)
北
海
道
開
発
協
会
あ

て

・提
出
。

こ
れ

は
、
石
狩
川
河

口
に
お
け
る
水
渉
禽
類

に

つ
い
て
の
生
息
調
査
を
主
と

し
た
報
告
書

で

あ
る
。

●

欄
月
九
日

(
金
)

今
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
る

「道

々
士
幌

然

別
湖
線

環
境
調
査
」
打
合
会

の
進
め
方

に
つ
い

て
主
催
者

の
北
海
道
開
発

コ
ソ
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

と
協
議

。

.
本
会

よ
り

の
出
席
者

八
木

、
石
川
、
辻
井

、

阿
部
、
高
畑
、
進
藤
。

●

一
月
十
六
日

(
金
)

「
自
然
生
態
系
総
合
調
査

(知
床
半
島
)
」
報

告
書
を
道

自
然
保
護

課
あ

て
提
出

。

冒

こ
れ
は
、
本
会
が
昨
年
度
よ
り

ニ
カ
年

に
わ

た

っ
て
調
査
を
す
す

め
て
き
た
報
告
書

で
、
先

年
報

告
し
た

「
日
高
山
系
自
然
生
態
系
総
合
調

査
」
と
と
も

に
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
道

で
は

年
度
内

に
印
刷
物

に
す
る
よ
う
で
あ
る
。

●

一
月
十
七
日

(
土
)

北
海
道
開
発

コ
ソ
サ

ル
タ
ン
ト

㈱

が

主

催

し
、

「道

々
士
幌

然
別
湖
線
環
境
調
査
」

の
打

合
会
が
石
狩
会
館

で
開

催
さ
れ

た
。

本
年

度

の
補
足
調
査
を
加
え
、

ニ
カ
年

に
わ

た

っ
て
本
会

が
調
査

し
た
結
果

に

つ
い
て
、
出

席
の
道
土
木
部
道
路
課
、
帯
広
土
木
現
業
所
関

係
者

に
説

明
す

る
と
と
も

に
、
取
り
ま
と

め
の

r

方
法

に

つ
い
て
協
議
。

本
会

よ
り
の
出
席
者

八
木
、
石
川
、
辻
井
、

高
畑
、
高
橋
、
阿
部
、
清
水

、
進
藤

。

●

幽
月
十
九
口

(月
)

常
任

理
事

会

出
席
者

八
木

、
新
妻
、
長

谷
川
、
狩
野

、

会

長
が

一
月

二
十

六
日
よ
り
四
月
上
旬
ま
で

不
在

(
イ

ソ
ド

へ
出
張
)
と
な
る
の
で
、
そ
の

間
の
会

の
運
営

に

つ
い
て
協
議
。
ま
た
、
不
在

塵知
床
国
立
公
園
の
自
然
保
護
に
関
す
る

要
望
書

中

は
新
妻
副
会
長
が
会
務
を
代
行

す
る
。

な

お
、
自
然
歩
道

の
件

に
つ
い
て
は
も
う

少

し
検
討
す
る

こ
と
と
し
、
「
知
床

の
自
然
保
護
」

に

つ
い
て
は
、
本
会
も
別
記
の
と
お
り
、
関
係

方
面

に
要
望
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

陳
情
書
、
要
望
書

H
N
C
S
第
二
三
九
号

昭
和
五
十
六
年

一
月
二
十
六
日

環
境
庁

(自
然
保
護
局
長
、
知
床
国
立
公
園

管
理
事
務
所
長
)

北
海
道

(生
活
環
境
部
長
、
自

然
保
護

課

長
、
網
走
、
根
室
両
支
庁
長
)

営
林
局

(北
見
、
帯
広
両
営
林
支
局
長
)

開
発
庁

(釧
路
、
網
走
両
開
発
建
設
部
長
)

斜
里
、
羅
臼
両
町
長
、
国
立
公
園
協
会
長

宛

(社
)北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八
木
健
三

知
床
国
立
公
園
は
、
そ
の
海
岸
か
ら
山
岳
に

至
る
ま
で
極
め
て
原
始
性
が
高
く
、
我
が
国
の

国
立
公
園
の
中
で
も
特
に
厳
し
い
自
然
保
護
施

策
が
図
ら
れ
る
べ
き
地
域
で
あ
る
。

意
見
書
、
回
答
文
書
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加
え
て
「知
床
を
守

る

一
〇
〇
,m
運
動
」
は
、

現

在
全
国
的

な
広
が

り
を

み
せ
て
お
り
、

こ
の

推
進

に
あ

た

っ
て
き

た
地
元
住
民
、
自
治
体

の

意

識
の
高
揚

は
注
目

に
値

い
す
る

も

の

が

あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
先
般
開
通
さ
れ
た
知
床
横

断
道
路

に
よ
る

一
般
利
用

の
増
大
は
、
二
次
的

自
然
破
壊

の
拡
大

へ
と
進
む

こ
と
が
想
像
さ
れ

る
の
で
、

こ
れ
以
上

の
自
然
破
壊

を

く

い

と

め
、
将
来
と
も

に
厳
正

に
保
護
し
て

い
く

た
め

に
次

の
と
お
り
要
望
す
る
。

要
望
事
項

知
床

国
立
公
園
計
画
の
策
定
と
そ
れ
に
も
と

つ
く
公
園
事
業
の
執
行

に
際
し
て
は
、
知
床

の

原
始
性
に
か
ん
が

み
、
公
園
指
定
時

の
理
念
、

経
過

に
た
ち
帰

り
、

「
原
始
的
自
然
環
境

の
保

護

と
維
持
」

を
原
則

と
す

る
よ
う

に
留
意
さ
れ

た

い
。理

由

一
、
横
断
道
路
開

通
後
、
自
家
用
車
利
用
客

の

予
想
外

の
増
大
は
、
高

山
植
生
地
内

へ
の
立

入
り
、
植
物

の
盗
採
、
植
生
地

内

で

の

炊

飯
、
加
え
て
踏
圧
に
よ
る
自

然
植
生
の
後
退

は
も
ち
ろ
ん
、
山
火
事

の
危
険

す
ら
憂
慮

さ

れ

る
。

二
、

こ
の
地
域

に
、
駐
車
場

、
展
望
台
、

ト
イ

レ
、
遊
歩
道

な
ど
の
施

設
を
作

る

こ
と

は
、

直
接
的
な
自

然
破
壊

の
み
な
ら
ず
施
設
周
辺

に
お
け
る
利

用
客

の
滞

留
時
間

の
増
大
、

ひ

い
て
は
過

剰
利

用
を
招
き

、
ゴ

ミ
に
よ
る
汚

染
な
ど
種

々
の
自
然
破
壊
を
増
大

せ
し

め
る

恐
れ
が
あ

る
。

●
日
高

の
自

然

を

守

る

た

め

に八
木
健
三

日
高
横

断
道
路
を

め
ぐ

る
諸
問
題

に

つ
い
て

は
、
前

に
も
機
会
あ

る
ご
と
に
の

べ

て

き

た

が
、
そ

の
後

こ
れ

に
関
す

る
若
干

の
国
際
的
な

動
き
や
国
会
議

員
ら
に
よ
る
会
合
が
行
わ
れ
た

の
で
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
報
告
し

て
お

こ
う
。

最
初

は
第

二
十
四
回
国
際
地
理
学
会

議

の
北

海
道
見

学
班
の
動
き

で
あ
る
。

こ
の
会

議
は
四

年

に

一
度
全
世
界

の
地
理
学
者
が

一
堂

に
会

し

て
も

つ
地
理
学
界
最
大

の
国
際
会
議
で
、
本
年

八
～
九
月
東
京

で
開
催
さ
れ
、
国

の
内
外

か
ら

一
五
〇
〇
名
が
集

っ
た
。
そ

の
後

、
日
本
各
地

に
見
学
旅
行
班
が
訪
れ
た
が

、
北
海
道

班
は
道

教
育
大
学
旭
川
分
校

の
岡
本
次
郎

、
北
大
環
境

科
学

の
門
村

浩
両
教
授
を

リ
ー

ダ

ー

と

し

て
、
九
月
六
日
か
ら
十

二
日
ま
で
の

一
週
間
、

苫
小
牧
、
札
幌

、
旭

川
、
大
雪

、
阿
寒
、
屈
斜

路
、
根
釧
原
野
、
釧
路

、
帯
広

、
十
勝

の
各
地

域
を
見
学
し
た
。
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参

加
希
望
者
は
は
じ
め
三
十
名

に
及

ん
で
、

い
た
が
、
多
く

の
発
展
途

上
国

か
ら

の
人

々
が

参
加
を
取
り
消
し
た
た
め
、
わ
ず

か
十
名
と
な

っ
た

の
は
残
念

で
あ

っ
た

し
か
し
そ

の
反
面

、

見
学
地
で

の
説

明
や
討
論
が
充
分
に
行

わ
れ
た

の
は
望
外

の
喜

び
で
あ

っ
た
。

地

理
学
は
専
門
分
野
が

か
な
り
広
範

に
わ

か

れ

て
い
る
た

め
、

リ
ー
ダ

ー
の
他
に
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野

で
の
専
門
家
が
案
内
者

に
委
嘱

さ
れ
た

が
、
九
月
八
日
か
ら
十

一
日
に
か
け

て
は
植
物

の
伊
藤
浩
司
氏

(北
大
教
授
)
、

火
山

の
守
谷

以
智

雄
氏

(金

沢
大
助
教
授
)
及
び
筆
者
が
参

加
し
、
大

雪
か
ら
阿

寒
、
屈
斜
路
、
摩
周
、
根

釧
原
野
な
ど
の
植
生

や
火
山
や
地
質

の
説
明
を

行

っ
た
。

こ
の
班

の
参
加
者

に
は
、
西
独

マ
イ

ン
ツ
大

学

の
ゴ

ル
ム
ゼ

ソ
教
授
、

ル
ー

ル
大

学
の
ホ

ッ

テ

ス
教
授
や
、
カ

ナ
ダ
の
ブ

リ
テ

ィ
ツ
シ

ュ
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
ス
レ
イ
メ
ー
カ
ー
教
授
ら

の

著
名
な
学
者
も
含
ま
れ
、
野
外

の
観
察
、
と
く

に
地
形

の
変
化
、
開
発
と
自
然
破
壊
な
ど

に

つ

い
て
は
、
鋭

い
眼
が
そ
そ
が
れ
多
く

の
議
論

が

な
さ
れ
た
。

た
ま
た
ま
リ
ー
ダ

ー
の
岡
本
教

授

を

は

じ

め
、
門
村
、
伊
藤
両
教
授

も
す

べ
て
わ
が
自
然

保
護
協
会

の
会
員

で
あ
り
、
と
く

に
伊
藤
教
授

は
旦

局
横
断
道

路
評
価
報
告
書
検
討
委
員
会

の

委
員
長
、
門
村

教
授

は
同
委
員
と

い

う

わ

け

で
、
と

り
わ
け

日
高
山
脈

の
自
然
と
道

路
建
設

と
の
関
係

に

つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
と
外

国
人
参

加
者
と

の
間

に
も

い
く

つ
か

の
討
論

が
行

わ
れ

た
。
ま
た
十
日

の
夜

は
釧
路
市
長

の
招
宴

で
、

道
東
紹
介

の
映
画
が
、
北
海
道

の
す
ば

ら
し
い

自
然
と
、

こ
れ
が
次
第

に
失
わ
れ

て
い
く
有
様

を
描
き

だ
し
て
い
る
の
が
、
深

い
印
象
を
与

え

た
。こ

の
よ
う

な
次
第

で
参
加
者
の
内

か
ら
も
、

「
旦

局
を
守

る
た

め
に
、
わ
れ
わ
れ
外
国

か
ら

の
地

理
学
者
と
し

て
も
協

力
し
う

る
こ
と
が
あ

る
だ

ろ
う

か
…
…
」
と

い
う
声
が

で
て
き
た
。

そ

の
結
果
、
日
高

の
自
然

と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

の
対
象
と
な

っ
て

い
る
釧
路
湿
原

の
自

然
を
守

る
よ
う
に
、
北
海
道
知
事

に
外
国
人
参
加
者

か

ら
要
請
文
を
だ
そ
う
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
。

釧
路

湿
原
の
保
護

に
尽
力
し

て
い
る
札
木
照

一

郎
会

員
の

タ
イ
プ

ラ
イ

タ
ー
を
お
借

り
し
て
、

作
製

さ
れ

た
要
請
文

は

つ
ぎ

の
よ
う
で
あ

る
。

(訳

文
)

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘

殿

下
記

に
署
名
し
た
私
ど
も
、
第

二
十

四
回
国

際
地
理
学
会
議
北
海
道

巡
検

班

へ

の

参

加

者

は
、北

海
道

の
自

然
環
境

と
社
会
活
動
と
を
研
究

し
、
北
海
道

の
美

し
い
自
然

に
深
く
感
動
し
、

日
高

山
脈

は
日
本

で
も
ま
れ
な
原
始
境

で
あ

る

こ
と
を
知

り
、

ま
た
、
釧
路
湿
原

は
世
界
に
誇

る
べ
き
研
究

資
料

で
あ

る
こ
と
を
知
り
、

一
度
破
壊
さ
れ
た
自
然
は
再
び
回
復

し
え

ぬ

こ
と
を
憂

い
、

原
始
的
自

然
は
人
類
共
通

の
財
産

で
あ
る

こ

と
を
信
じ
、

北
海
道
知
事
殿

に

つ
ぎ

の
こ
と
を
お
願

い
い

た
し
ま
す

。

一
、
日
高
横
断
道
路
計
画
を
再
検
討
さ
れ
る

こ
と
。

二
、
日
高

の
自
然
を
守
る
た
め
速

や
か
に
日

高
国
定
公
園
を
設
定

さ
れ

る
こ
ど
。

三
、
釧
路
湿
原

の
主
要
部
を
土
地
改
良
開
発

よ
り
守
ら
れ
る

こ
と
。

敬
具

釧
路

に
て

一
九
八
○
年

九
月
十

一
日

署
名

こ
の
文
書

は
早
速

知
事
宛

に
発

送

さ

れ

た

が
、
釧
路

で
は
同
日
昼
ご
ろ
記
者

会

見

を

行

い
、
当

日
の
団
長

ゴ

ル
ム
ゼ

ソ
教
授

(
団
長

は

旅
行
中

、

一
日
交
替

で
あ

っ
た
)

か
ら
こ
の
文

書

の
主

旨
が

よ
く
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と

は
道
新

の
記
事
と
な
り
、
ま
た
N

H
K
釧
路
局

か
ら
も
放
送
さ
れ
た
。

こ
の
後
十
月

二
日
に
は
米
国
最
大

の
自
然
保

護
団
体

「
シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
」

の
訪
日
視
察
団

一
行
五

二
名
が
来
道
し
た
が
、
三
日
に
は
本
会

と
北
海
道

自
然
保
護
連
合
と

の
共
催

で
、

一
行

有
志

の
歓
迎
会

が
行

わ
れ
、
相
互

に
自
然
保
護

の
あ

り
方

に

つ
い
て
懇

談
し
た
。
と
く

に

「
シ

ェ
ラ
・
ク
ラ
ブ
」

は
多
年

の
豊
富
な
経
験

か
ら
、

主
と
し
て
自
然
を
道
路
建
設

に
よ
る
破
壊
か
ら

守
る
た
め
の
方
法
を
具
体
的

に
の
べ
て
く
れ
た

の
は
有
益

で
あ

っ
た
。
同
会
員
達
も
日
高
道
路

に

つ
い
て
は
強

い
関

心
を
よ

せ
て

い
た
。

国
際
学
術
連

合

(
一〇
ω
⇔
)
の
傘

下
に
は
多
数

の
専
門
分
野

の
国
際
連
合
組
織
が

存

在

す

る

が
、
そ

の

一
つ
の
国
際
自
然
保

護
連
合
(一d
O
2
)

は
、
自

然
保

護
を

い
ろ

い
ろ
の
異

な

っ
た
学
問

分
野

か
ら
学
際
的
に
と
り
あ
げ

て
い
る
中
核
的

な
国
際
組
織

で
あ

る
。
こ
れ

に
対
応
す
る
国
内

組
織

と
し
て
は
、

日
本
学
術
会
議

の
中

に
自

然

保
護
研
究
連
合
委
員
会
が
あ

る
が
、
そ

の
委

員

福
島
要

一
氏
が

ジ

ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
さ
れ
た
国

際
自
然
保
護
連
合

の
委
員
会

に
出

席

し

た

際

に
、
や
は
り
日
高
道
路

問
題

と
日
高
国
定
公
園

問
題
が
議
題
と
し
て
と
り
上
げ

ら
れ

た
。
そ

の

結
論
と
し
て
、
同
連

合
会
長

タ
ル
ボ

ー
ト
博
士

か
ら
環
境
庁

・
土
屋

吉
彦

、
北
海
道
開
発
庁

・

後
藤
田
正
晴

両
氏
あ

て
に

つ
ぎ

の
よ
う
な
文
書

が
送
ら
れ
た
。

(
訳

文

)

私
は
、

こ
こ
に

国

際

自

然

保

護

連

合

(
一q
O
Z
)

に
と

っ
て
関
心

の
あ

る
事
柄
、
す

な
わ

ち
北
海
道
日
高

の
自
然
保
護
に

つ
い
て

の
べ
て
み
た

い
と
思

い
ま
す
。

私
ど
も
は
日
本

の
自

然
保
護
団
体
か
ら
、

北
海
道

の
日
高
山
脈
は
貴

国
に
お
け

る
重
要

な
原
始
地
域

で
あ
る
と
伺

っ
て
い
ま
す

。
こ

の
地
域
は
あ
ま
り
破
壊

が
及
ん
で
お
ら
ず
、

「
国
有
遺
産
地
域

」
に
値

す
る
も
の
と
思
わ

れ

ま
す
。

し
た
が

っ
て
私
ど
も
は
こ
の
地
域
が
国
定

公
園
に
指
定

さ
れ

る
予
定

で
あ

る
こ
と
を
知

り
、
大

い
に
喜

こ
び
と

い
た
し
ま
す
。

I
U
C
N
は
こ
の
決
定
を
支
持
す
る
と
と

も
に
、
日
高
山
脈
が
将
来
開
発
か
ら
除
か
れ

る
よ
う
勧
告

い
た

し
ま
す
。
貴

下
が
日
高

山

脈

の
保
全

の
た

め
に
と
ら
れ

る
尽
力
は
、
I

U
C
N
及
び
世
界

の
保
護
団
体
と
し
て
、
心

か
ら
感
謝
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

一
九
八
○

年
十

一
月
十

一
日

I
U
C
N
会
長

H
8
蜜
・
↓
9。
一σ
9

環
境

庁

土
屋

吉
彦

殿

北
海
道
開
発
庁

後
藤

田
正
晴

殿

な
お
、
こ
の
文
章

の
写

は
日
本
自
然
保
護
協

会
に
も
送

付
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
十

一
月
二
十
六
日
に
は
自
然
保
護

議
員
連

盟
の
主
催

に
よ
り
、
参
議
院
議

員
会
館

に
お
い
て
、

「
日
高
横

断
道
路

問
題

に
関
す

る

O3●



現
況
報
告
及
び
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ

の
連
盟

は
、
自
然
保
護

に
関
心
を
も

つ
国
会
議

員

か
ら
な

る
超
党
派

の
連
盟

で
、
会
長

は
元
環

境
庁
長
官

・大
石
武

一
氏

(自

民
)
、
事
務
局
長

は
岩
垂
寿
喜
夫
氏

(
社
会

)
で
あ
り
、
当

日
は

両
氏
を

は
じ

め
、
藤
波
孝

生

(自

民
)
、

五
十

嵐
広
三
、

小
林
恒
人

(
社
会
)
、

小
平
芳
平

、

竹
内
勝
彦

(
公
明
)
、
和
田
耕
作

、
中
村
鋭

一
、

木
下
敬
之
助

(
民
社
)
、
立
木

洋

(共
産
)
、

柿
沢
弘
治

(
新
自

ク
)
、
江
田
五
月

(社
民
連
)
、

美
濃
部
亮
吉

(
無
所
属
)

の
十

四
議
員
が
出
席

し
た
。

こ
れ
に
対

し
て
民
間

の
自
然
保
護
関
係

の
団
体
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
北
海
道

自
然
保
護
団
体
連
合
が
主
体
と
な
り
、
日
本
自

然
保
護
協
会
、
日
本
野
鳥

の
会

、
世
界
野
生
生

物

基
金
、
日
本
山
岳
会
、
全
国
自
然
保
護
連
合

な
ど
多
数

の
団
体

か
ら
、
会
長

や
事
務
局
長
ら

代
表
三
十
名
が
出

席
し
た
。

こ
の
席
上
で
は
、
地
元

か
ら
出
席

し
た
井
手

教
授
と
私
、
滝

口
氏
、
田
中
さ

ん
か
ら

日
高
道

路

の
計
画

と
問
題

息
、
自
然
保
護
と

の
か
か
わ

り
な
ど
を
説
明
。
こ
れ

に
対

し
各
議
員

か
ら

い

ろ

い
ろ

の
質
問
が
あ
り
、
美
濃
部

氏
の

「
九
州

の
志
布
志
湾

の
埋

め
立

て
の
如
く
、
極

め
て
問

題

の
多

い
乱
開
発
」

や
、
大
石
氏

の

「
ど
う

み

て
も
こ
の
道
路

は
必
然
性
が
な

い
」
と

い

っ
た

発
言

を
は
じ
め
と

し
、
道
路
建

設
に
対
す

る
批

判
的

な
意
見
が
相

つ
い
だ
。

自
然
保
護
議
員
連
盟

の
国
会
議
員
が

こ
の
よ

う

に
結
集

し
た
の
は
、

一
九
七

二
年
、
大
雪
縦

貫
道
路

に
関

し
て
反
対

の
会
合
が
も
た
れ
て
か

ら
以
来

の
こ
と
と

い
う
。

な

お
当

日
、
環
境
庁
長
官
・
鯨
岡
兵
輔
氏
は
所

用

の
た

め
欠
席
さ
れ
た

の
で
、
私
ど
も
は
翌

二

十
七

日
午
前
、
大
石
氏
と
と
も

に
長
官
を
環
境

庁

に
訪
ね
、
事
情
を
説
明
し
強
く
要
望

し
た
。

こ
れ

に
対
し
長
官

は
、

「
趣

旨
は
よ
く
わ

か

っ

た
。
国
定
公
園
指
定
の
方

は
来
年
早

々
に
も
話

を
進

め
る
」
と

の
べ
ら
れ
、
私
ど
も

に
明
る

い

展
望
を
与

え
て
く
れ
た
。

こ
れ
ら

の
国

の
内

外
を
通
じ

て
行
わ
れ
て

い

る
力
強

い
支
援
に
よ

っ
て
、
日
高

の
自
然
が
守

ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い

(
会
長
)
。

◆

「
北
方
圏
の
自
然
と
く
ら
し
」
講
演
会

宗
像
英
雄

標
記
を
演
題
と
す
る
辻
井
達

一
先
生

の
講
演

会
が
、
十

一
月

二
十

九
日
、
北
海
道

新
聞
函
館

支
社

の
講
堂
を
会

場
と
し
て
ひ
ら

か
れ
た
。

地
元

の
私
ど
も
に
と

っ
て
は
滅
多
に
な

い
好

機
と
ば
か
り
に
共
催

と
い
う

こ
と
で
便

乗
さ
せ

て

い
た
だ

い
た
の
で
あ

る
が
、
参
会
者
が
わ
ず

か
で
は
、
と
正
直

な
と

こ
ろ
心
配

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
予
想

を
遥

か
に
越
え
て

一
〇

〇
名
を

突
破
、
会

場
満
杯
と

い
う
盛
況
、
そ

の
上
、
嬉

し

い
こ
と
に
、
先
生

の
お
話
は
さ
す
が
満
場
に

深

い
感

銘
を
与

え
、
し
ば

し
香
り
高

い
余

韻
を

漂
わ
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

北

方
圏

の
定
義

や
範

囲
、
そ

の
自
然

に

つ
い

て

の
わ
か
り
易

い
説

明
に
は
じ
ま
り
、
北

方
圏

諸
国

の
人

々
が

そ
の
自
然

の
厳
し
さ
を
当
り
前

の
こ
と
に
受
け

と
め
、
い
か
に
順
応
し
、

い
か

に
活

用
し
て
豊

か
な
生
活
を
築

い

て

い

る

か

を
、
沢
山
の
美

し
い

ス
ラ
イ
ド

の
解

説

に
、
機

智

に
と
ん
だ

ユ
ー

モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら

の
お

話
で
満
場
を
魅
了
し
て
し
ま
い
、
私
ど
も
は
、

明
日

の
道

民
生
活

は
?
本
道
的
文
化

の
方
向

は

?
と

い
う
問
題
に

つ
い
て
幾

つ
も

の
示
唆

を
、

お
話

の
中

か
ら
え
る

こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。

本
州
を
中

心
と
し
て
物

を
考
え

る
限
り
、
本

道

は
た
し
か
に
日
本

の
最
北
端
、
積
雪
寒
冷

の

暮

し
に
く

い
土
地
で
あ

る
。
そ
し
て
歴
史
的
過

程
が
あ

る
に
せ
よ
、
政
治
経
済

か
ら
流
行

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
に
い
た
る
総

て
が
中
央
依
存

で
あ

っ

た
。

こ
の
南
方
志
向
が
あ

る
限

り
自
主
独
立

の

精
神

は
育

た
な
い
。
雪
が
半
年
間
も
大
地
を
被

う
本
道

、

こ
の
自
然

を
忌
避
す

る
こ
と
な
く
、

積
極
的
に
取

り
入
れ

て
こ
そ
、
本
道
独
自

の
生

活

文
化

を
創

造
す

る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。

そ
の
方
途

は
北
方
圏
諸
国

の
人

々
の
暮
し
か
ら

学
ぶ

こ
と
が

で
き

る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

講
演
会

の
翌
日
、
二
～
三
の
参
加
者

か
ら
電

話

が
あ

り
、

「
非
常

に
感

動
し
た
。

こ
の
種
講

演
会

を
し
ば

し
ば
計
画

し
て
ほ
し
い
」
と

い
う

嬉

し
い
反
響

。
道
協
会

な
ら
び
に
辻
井
先
生

に

対
し
、
地
元

の

一
同

に
代

っ
て
厚
く

お
礼
申
し

上
げ

る
(南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

々
長
)
。

●
七
飯

町
の
加
入

団
体
会

員
と
し
て
七
飯
町
が
本
会

に
加
入
し

た
。
同
町
は
、
風
光

の
す
ぼ

ら
し
い
大
沼
国
定

公
園
を
擁
し
、
道
南

の
最
高
峰
横
津
岳
を
背

に

し
、
自
然
保
護

を
大

切
に
す

る
町
と

し
て
知
ら

れ
て

い
る
。

な
お
、
同

町
に

つ
い
で
数

力
町
村

の
加
入
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
会
員
の
異
動

(
入
会
)
青

田
勝
男

、
赤
城

泰
、
大
沢

肇

、
加
藤

清

、
加
藤
力
也

、
小
高
達
雄
、
斎

藤
則
夫

、
佐
藤

正
夫

、
真
田
時
蔵

、
白

沢
久

一
、

嶋
谷

之
臣
、
高
森
通

夫
、
谷

本
光

典
、
成

瀬
廉

二
、
原
田
和
幸
、
三
吉

明
、
山
内
栄

一
、
矢

口
以
文
、
七
飯
町
、
中

央
電
気
工
業

㈱

(物
故
)
矢
野
捨
松
氏
が

せ
い
去
さ
れ
た
。

謹
ん
で
お
知
ら
せ
す

る
。

◆
第
十

一
回
全
国
自
然
保
護
大
会

例
年

の
と

お
り
本
年
も
次

に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
会

の
メ
イ

ソ
テ
ー

マ
は

「
自
然
は
掠

奪
を
許

さ
な
い
」

で
す
が
、
自
然

を
掠
奪
し
て

は
ば
か
ら
な
い
も

の

へ
の
闘

い
を
宣
し
、
自

然

を
掠
奪
し
な
い
文
化

を
築

こ
う
と
す
る
決
意
を

示
す
大
会

に
し
た
い
も

の
で
す
。
会
員

の
方
も

多

数
参
加
し
て
下

さ
い
。

会 内 会 期
費 容 場 日

六
月

六
日

(土
)
七

日

(
日
)

伊

豆
長

岡

富
士
見

ハ
イ

ツ

総
会

、
記
念
講
演

、
分
科
会

参

加
費

二
、
○
○
○
円

宿
泊
費

六
、
○
○
○
円

(
予
定
)

◆
出
版
物
の
お
知
ら
せ

●

「
四
季

の
自

然
」

R

・
ア
ダ

ム
ズ
著

、
岡
部

牧
夫
訳
の
英
国
の
四
季

の
自

然
を
美

し
い
風
景

画

で
綴

っ
た
本
。
森
林

、
田
園

、
水
辺

の
三
個

所
を
と
ら
え
て
そ
れ
ぞ

れ
の
季
節

の
移
り
変
り

を
示
し
て
い
て
楽

し
い
。
学
問
的
説
明
も
十
分

。

評
論
社
刊
。

一
、
五
〇

〇
円
。

昭

和

五

十

六
年

二

月
十

六

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ

ル
五
階

発

行

所

灘
畑

北

海

道
自

然

保
護

協

会

電

話

(〇

一
一
)二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一)
二
五
一
-
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海
道

銀

行

本

店

一
〇

蝉
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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